
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

美松里型土器とその文化について : 中国・東北考古
学にふれて

西谷, 正

https://doi.org/10.15017/2230273

出版情報：史淵. 127, pp.111-128, 1990-03-31. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



美
松
里
型
土
器
と
そ
の
文
化
に
つ
い
て

ー
中
国
・
東
北
考
古
学
に
ふ
れ
て
｜

西

谷

正

一
、
は
じ
め
に

朝
鮮
半
島
の
考
古
学
研
究
に
お
い
て
、
土
器
の
編
年
研
究
は
、
つ
ね
に
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
地
域
性
の
問
題
で
あ
る
。
筆
者
は
、
そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
す
で
に
早
く
か
ら
無
文
土
器
の
研
究
に

①
 

取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
点
で
、
西
部
朝
鮮
の
無
文
土
器
を
考
え
る
場
合
、
隣
接
す
る
中
国
・
東
北
地
方
に
お
け
る
同
時
期
の
土
器
が
大

き
な
関
心
事
と
な
っ
て
く
る
。

筆
者
は
か
つ
て
、
西
部
朝
鮮
に
お
け
る
一
つ
の
典
型
的
な
土
器
型
式
で
あ
る
「
美
松
里
型
土
器
」
に
関
連
し
て
、
美
松
里
洞
窟
遺
跡
出

②
 

土
の
無
文
土
器
を
取
り
上
げ
、
大
き
く
二
つ
の
型
式
に
細
分
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
と
で
は
、
い
わ
ゆ
る
美
松
里
型
土
器
の
分
布

ゃ
、
そ
の
文
化
の
特
徴
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
と
ζ

ろ
が
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
中
国
・
東
北
地
方
や
朝

鮮
南
部
に
お
け
る
関
連
資
料
の
増
加
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
諸
問
題
に
触
れ
る
時
期
に
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、

現
時
点
に
お
け
る
整
理
を
行
な
う
と
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

美
松
里
型
土
器
と
そ
の
文
化
に
つ
い
て



二
、
美
松
里
型
土
器
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
「
美
松
里
型
土
器
」
と
い
う
の
は
、

一
九
五
四
年
五
月
に
発
見
さ
れ
た
後
、

一
九
五
九
年
に
な
っ
て
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ

た
、
平
安
北
道
義
州
郡
美
松
里
に
あ
る
美
松
里
洞
窟
遺
跡
（
第
二
図
1
）
の
上
層
、

群
を
指
標
と
し
、
朝
鮮
半
島
西
部
北
端
地
方
の
無
文
土
器
を
代
表
す
る
一
つ
の
型
式
で
あ
る
。

器
種
に
は
費
や
台
付
鉢
も
あ
る
が
、
資
料
的
に
乏
し
い
の
に
対
し
て
、
査
は
一

O
数
個
と
比
較
的
豊
富
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

つ
ま
り
、
無
文
土
器
文
化
層
か
ら
検
出
さ
れ
た
土
器

一
般
に
美

松
里
型
土
器
と
い
う
場
合
、
主
と
し
て
壷
を
さ
す
ζ

と
が
多
い
。
そ
の
壷
を
見
る
と
、
全
体
と
し
て
、
高
さ
二

0
セ
ン
チ
内
外
の
大
き
さ

で
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
上
下
を
切
り
捨
て
た
よ
う
な
特
徴
的
な
形
態
を
示
す
が
、
細
部
で
い
う
と
、
広
口
の
頚
部
あ
る
い
は
少
し
外
反
す
る

口
縁
部
を
も
っ
無
頚
の
、
丸
味
を
帯
び
た
胴
部
、
そ
し
て
、
平
底
と
一
部
に
上
げ
底
の
底
部
を
も
っ
て
い
る
。
砂
質
の
胎
土
に
は
雲
母
を

混
じ
え
、

は
、
頭
部
と
胴
部
に
、
数
条
か
ら
な
る
細
線
文
様
帯
が
数
段
に
わ
た
っ
て
横
位
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
、
ま
っ
た
く
無
文
の
も
の
と
が

あ
る
。
そ
し
て
、
胴
部
に
、
横
位
の
環
状
・
口
居
形
・
乳
首
形
を
し
た
把
手
が
つ
く
も
の
と
、
つ
か
な
い
も
の
が
あ
る
。
前
者
に
あ
っ
て

③
 

は
、
把
手
が
一
対
な
い
し
は
二
対
、
さ
ら
に
は
二
種
類
の
把
手
が
一
対
ず
つ
つ
く
場
合
な
ど
が
あ
る
。

器
表
面
は
滑
ら
か
に
研
磨
し
て
仕
上
げ
て
い
る
。

色
調
は
、

ほ
と
ん
ど
が
褐
色
あ
る
い
は
灰
褐
色
を
呈
す
る
。
壷
の
な
か
に

さ
て
、
美
松
里
遺
跡
で
出
土
し
た
聾
は
、

い
ず
れ
も
破
片
で
数
個
し
か
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

ζ

れ
だ
け
は
磨
研
調
整
を
行
な
っ
て
い

な
い
。
聾
は
、
折
り
重
ね
て
二
重
に
し
た
口
縁
部
に
、
刻
み
目
を
入
れ
た
点
に
特
長
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
大
同
江
流
域
を
中

心
と
す
る
コ
マ
形
土
器
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
台
付
鉢
は
、
鉢
部
が
ほ
と
ん
ど
欠
失
し
て
、
台
脚
部
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
鉢
部
と
台

脚
部
の
境
の
く
び
れ
部
に
、
溜
状
の
突
起
が
四
個
つ
い
て
い
る
点
が
特
色
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
美
松
里
洞
窟
の
上
層
に
お
け
る
層
位
と
遺
物
の
出
土
状
況
は
、
洞
窟
内
の
天
井
部
か
ら
の
落
石
や
土
砂
の
流
入
、
さ
ら
に
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美
松
星
型
土
器
と
そ
の
文
化
に
つ
い
て

D, 

美絵里洞窟遺跡出土の無文土器

ば
一
部
で
地
層
が
転
移
し
て
お
り
、
撹
乱
状
態
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
土
し

た
土
器
を
詳
細
に
見
る
と
、
型
式
的
に
大
き
く
二
つ
に
細
分
で
き
る
（
第
一
図
）
。
す

な
わ
ち
、
下
層
の
櫛
目
文
土
器
文
化
層
を
美
松
呈
ー
と
し
た
上
で
、
無
文
土
器
文
化
層

を
美
松
里
E
と
す
る
が
、
そ
の
美
松
里
E
を、

L
と
也
に
二
分
す
る
わ
け
で
あ
る
。
両

者
の
差
異
点
は
、
広
口
の
有
頚
壷
に
も
っ
と
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
美
松
里

L
で

は
、
頚
部
が
短
か
く
、
胴
部
は
そ
の
最
大
径
が
下
半
部
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
英
松
里

民
で
は
、
顎
部
が
大
き
く
、
胴
部
の
最
大
径
は
ほ
ぼ
中
央
部
に
上
が
っ
て
い
る
。
把
手

横
位
の
環
状
で
あ
る
の
に
比
し
て
、

③
 

は
、
乳
首
形
な
い
し
は
口
唇
形
と
な
っ
て
い
る
。
乙
の
両
者
を
比
較
す
る
と
、
把
手
部

の
退
化
な
ら
び
に
文
様
の
簡
素
化
・
無
文
化
と
い
う
点
か
ら
見
て
、
美
松
里
匝
か
ら
美

松
里
島
へ
の
時
間
的
変
化
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

に
つ
い
て
も
、

英
松
里
皿
で
は
、

英
松
里
恥
で

第l図

三
、
美
松
里
型
土
器
の
分
布

い
わ
ゆ
る
美
松
里
型
土
器
で
も
、

と
く
に
形
態
的
特
徴
が
顕
著
な
壷
を
中
心
に
、

そ
の
分
布
状
況
を
見
て
お
こ
う
（
第
二
図
）
。
乙
の
種
の
土
器
は
、
す
で
に
指
摘
し
て

お
い
た
よ
う
に
、
朝
鮮
西
部
の
北
端
付
近
か
ら
、
中
国
・
東
北
地
方
に
、
つ
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
鴨
緑
江
と
遼
河
の
流
域
な
ら
び
に
遼
東
半
島
に
分
布
の
中
心
が
あ
る
。
過
去
一

O
年
ほ
ど
の
聞
に
、
朝
鮮
で
は
ほ
と
ん
ど
新
し
い
報
告
例
は
な
く
、
つ
ぎ
に
列
挙
す
る

一一一一一
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第2図美松皇型土器および闘連資料出土地分布図

（大西智和君作成〉



と
お
り
で
あ
る
。

① 

平
安
北
道
義
州
郡
美
松
里

平
安
北
道
竜
川
郡
新
岩
里

② ③
平
安
北
道
寧
辺
郡
細
竹
里
お
よ
び
九
龍
江

⑦ ＠⑤＠  

慈
江
道
時
中
郡
魯
南
里
南
波
洞

慈
江
道
時
中
郡
豊
竜
里

慈
江
道
江
界
市
公
貴
里

慈
江
道
中
江
郡
土
城
里

＠ 

慈
江
道
中
江
郡
長
城
里

⑨
平
安
南
道
鈴
川
郡
墨
房
里

⑬ 

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
勝
湖
区
域
金
灘
里

＠ 

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
三
石
区
域
湖
南
里
南
京

な
お
、
⑫

t
⑮
の
遺
跡
群
は
、
後
述
す
る
と
お
り
、
関
連
遺
跡
群
と
し
て
合
わ
せ
て
そ
の
位
置
を
示
し
て
お
い
た
。

と
と
ろ
で
、
中
国
で
は
、
つ
ぎ
に
示
す
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
類
例
が
増
え
て
い
る
。

⑬⑬⑬⑬  

遼
寧
省
大
連
市
旅
順
口
区
子
家
村
詑
頭

后
牧
城
駅
双
陀
子

同同

樹
上

同

楼
上

＠ 

同

金
県
董
家
溝
臥
竜
泉

美
松
里
型
土
器
と
そ
の
文
化
に
つ
い
て

一
一
五
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＠ 

同

＠ 

同

⑧ 

同

＠ 

同

＠ 

同

⑧ 

問

＠ 

同

＠ 

同

⑧ 

同

⑧ 

同

⑧ 

新
金
県
双
房
（
第
三
図
）

長
海
県
上
馬
石
員
塚
上
屑

遼
陽
市
二
道
河
子
村

接
官
躍

溶
陽
市
肇
工
街

撫
順
市
大
彩
房

大
甲
邦
盾
山
（
甲
務
）

清
原
県
土
公
子
公
社

夏
家
ト
公
社

開
原
県
寺
家
台

⑧ 

同 吉
林
省
磐
石
県
吉
昌
公
社
小
団
山

永
吉
県
星
星
哨

＠ 

同

と
と
ろ
が
、

吉
林
市
西
団
山

と
ζ

で
も
う
一
つ
問
題
に
な
る
の
は
、
美
松
里
澗
窟
遺
跡
上
層
に
お
い
て
、
美
松
里
型
壷
と
共
伴
し
た
聾
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
上
述
の
と
お
り
、
折
り
返
し
た
二
重
口
縁
部
に
刻
み
目
を
連
続
し
て
施
す
も
の
で
、
朝
鮮
で
は
西
部
で
も
平
安
南
・
北
道
の
境
界
に

も
当
た
る
清
川
江
流
域
を
南
限
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鴨
緑
江
流
域
の
美
松
里
・
新
岩
里
や
清
川
江
流
域
の
細
竹
旦
な
ど
の
諸
遺
跡
の

出
土
品
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

乙
の
種
の
聾
を
中
国
・
東
北
地
方
で
求
め
る
と
、
刻
み
目
を
も
た
な
い
も
の
な
ら
ば
、
遼
寧
省
の
双
房
遺
跡
で
美
松
里
型
査
と
共
伴
し

て
い
る
。
美
松
里
型
壷
と
共
伴
し
な
い
単
独
の
も
の
な
ら
ば
、
遼
寧
省
の
溶
陽
市
新
楽
、
大
連
市
郭
家
村
・
牧
羊
域
第
一
号
石
墓
・
ヂ
家

美
松
翠
型
土
器
と
そ
の
文
化
に
つ
い
て

二
土
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村
第
一
二
号
墓
な
ど
で
認
め
ら
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
、

刻
み
目
文
様
の
な
い
墾
な
ど
ま
で
含
め
忍
と
、
溶
腸
市

鄭
家
注
子
、
西
豊
県
和
隆
な
ど
で
も
知
ら
れ
る
。

美松毘型土器および関連資料（大西智和君製図〉

な
お
、
い
わ
ゆ
る
美
松
里
型
土
器
の
南
限
に
つ
い
て

考
え
る
と
き
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
の
湖
南
里
南
京
遺
跡
第

三
号
住
居
跡
出
土
例
は
注
目
に
値
す
る
（
第
四
図
1
・

2
）。

そ
れ
は
、
全
体
的
な
形
態
を
見
る
と
、
胴
下
半

部
か
ら
底
部
に
か
け
て
見
ら
れ
る
最
大
径
が
、
い
ち
じ

＠
 

る
し
く
下
ぷ
く
ら
み
を
な
し
て
い
て
、
地
域
的
変
容
が

認
め
ら
れ
る
。
と
の
形
態
的
特
徴
か
ら
連
想
さ
れ
る
の

は
、
朝
鮮
南
部
の
忠
清
南
道
扶
余
郡
草
村
田
松
菊
里
遺

跡
（
第
二
図
臼
）
第
五
四
地
区
第
二
号
住
居
跡
お
よ
び

＠
 

第
五
五
地
区
第
六
号
住
居
跡
出
土
の
、
丹
塗
磨
研
壷
の

胴
下
半
部
か
ら
底
部
に
か
け
て
の
特
色
あ
る
形
態
で
あ

第4図

ち
な
み
に
、

す
で
に
よ
く
知

る
（
第
四
図
3
・4
）。

ら
れ
て
い
る
松
菊
里
遺
跡
箱
式
石
棺
墓
出
土
の
遼
寧
式

銅
剣
や
、
比
較
的
最
近
に
報
告
さ
れ
た
松
菊
里
遺
跡
第

⑦
 

五
五
地
区
第
八
号
住
居
跡
出
土
の
銅
斧
鈴
抱
（
第
四
図

6
）
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
美
松
里
型
土
器
分
布
圏



に
お
け
る
青
銅
器
と
共
通
す
る
。

最
近
に
な
っ
て
報
告
さ
れ
た
、
全
羅
南
道
昇
州
郡
昇
州
巴
柳
坪
里
ユ
チ
ョ
ン
（
第
二
図
臼
）
の
第
四
号
支
石
墓
か
ら
出
土
し
た
赤
色
磨

＠
 

研
土
器
の
壷
（
第
四
図
5
）
は
、
い
わ
ゆ
る
ナ
ス
ビ
形
文
様
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
範
暗
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

③
 

に、

ζ

の
付
近
で
は
、
同
じ
昇
州
郡
の
松
光
面
牛
山
里
、
不
ウ
第
八
号
お
よ
び
第
三
八
号
支
石
塞
を
は
じ
め
、
宝
城
江
流
域
に
お
い
て
、
全

部
で
四
点
の
遼
寧
式
銅
剣
が
出
土
し
て
い
る
。

四
、
美
松
里
型
土
器
の
文
化

一
般
に
中
国
の
新
石
器
文
化
わ
け
で
も
龍
山
文
化
の
流
れ
を
く
む

磨
製
石
器
が
主
体
を
な
し
て
い
忍
。
と
と
ろ
が
、
美
秘
里
遺
跡
で
は
銅
斧
を
伴
っ
て
い
る
。
乙
の
付
近
に
青
銅
器
が
出
現
す
『
る
の
は
、
新

朝
鮮
で
美
絵
里
型
土
器
を
出
土
す
る
遺
跡
で
は
、
利
器
と
し
て
は
、

岩
里
遺
跡
で
は
、
第
E
地
点
第
二
文
化
層
で
あ
っ
て
、
美
松
里
型
土
器
よ
り
一
段
階
早
く
認
め
ら
れ
る
。

＠
 

環
頭
刀
子
と
ボ
タ
ン
を
出
土
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

と
乙
で
は
青
銅
製
の

と
ζ

ろ
で
、
英
松
里
型
土
器
の
段
階
に
な
る
と
、
典
型
的
な
琵
琶
形
銅
剣
す
な
わ
ち
遼
寧
式
銅
剣
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
遼
寧
地

＠
 

方
に
お
け
忍
知
見
に
も
と
づ
い
て
、
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
同
時
に
、
遼
寧
地
方
で
は
遼
寧
式
銅
剣
と
と
も
に
、
銅
斧
・
銅
撃
を

＠
 

共
伴
し
た
例
が
あ
り
、
そ
の
典
型
例
を
遼
陽
市
二
道
河
子
村
の
二

O
基
余
り
か
ら
な
る
石
棺
墓
群
の
う
ち
、
発
掘
調
査
さ
れ
た
第
一
号
石

棺
基
に
お
い
て
見
る
と
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
副
葬
品
と
し
て
、
英
松
里
型
壷
一
個
・
台
付
鉢
二
個
と
共
伴
し
て
、
遼
寧
式
銅
剣
・

銅
斧
・
銅
翠
各
一
点
と
、

さ
ら
に
は
、
滑
石
製
の
鎗
箔
が
一
点
出
土
し
て
い
る
。
乙
と
で
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
鎗
箔
に
は
、
斧

と
と
も
に
鍍
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
〈
第
五
・
六
・
七
図
）
。

つ
ま
り
、

ζ

の
段
階
で
は
、

実
に
豊
富
な
青
銅
器
群
を
伴
っ
て
い
る
と

い
う
ζ

と
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、

ほ
ぽ
同
時
期
と
思
わ
れ
る
他
の
遺
跡
で
は
、
矛
・
鈴
・
鍛
・
万
子
・
錐
・
鈎
針
・
ボ
タ
ン
・
環
・
各
種

美
松
盟
型
土
器
と
そ
の
文
化
つ
に
い
て

ご
九
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遼寧省遼陽市二道河子村出土資料

（『考古』 1977年第5期から〉
第5図

飾
な
ど
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
分
布
地
域
を
見
て
も
、
遼
寧
省
の
遼
河
流
域
や
遼
東
半
島
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
吉
林
省
の
松
花

江
流
域
ま
で
広
が
っ
て
い
る
乙
と
は
注
目
さ
れ
る
。

ζ

と
に
、
銅
矛
を
見
る
と
、
細
形
鋼
矛
の
よ
う
に
鋒
部
が
細
長
く
発
達
し
た
も
の
で

な
く
、
鋒
部
が
短
か
く
、
幅
広
で
あ
る
の
に
加
え
て
、
袋
部
が
異
常
に
長
い
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
遼
寧
式
銅
剣
に
対
応
さ



5 
器土盟

噌
A
p
h

恥

F
’

美の土
〉

出

ら
村
か

子

期
河

5

道

第

L
二
年

訓
『
市

W

陽
四

遼

』

省
古

寧

考

遼

σ

末
端
寄
り
の
と
乙
ろ
に
は
、
目
釘
孔
が
二
個
あ
い
て
い
る
（
第
八
図
4
）。

そ
れ
に
対
し
て
も
う
一
つ
は
、

て
い
る
が
、

現
存
す
る
会
長
は
一
ご
了
九
セ
ン
チ
を
測
名
。
そ
し
て
、
長
さ
九
・
五
セ
ン
チ
の
刃
部
は
、

ち
な
み
に
、
同
じ
清
原
県
の
夏
家
卜
公
社
馬
家
店
の
石

ほ
ぽ
中
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
、
遼

寧
式
銅
剣
の
刃
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
突
起
部
を
も
っ
て
い
忍
（
第
八
図
3
1

美
松
星
型
土
器
と
そ
の
文
化
に
つ
い
て

第6図

せ
て
、
遼
寧
式
銅
矛
、
も
し

く
は
、
吉
林
省
に
も
出
土
例

が
あ
る
の
で
、
東
北
式
銅
矛

と
呼
ん
で
さ
し
っ
か
え
な
い

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
遼
寧
省
清
原

県
北
三
家
公
社
李
家
卜
に
お

九
八
七
年
に
石
棺

墓
か
ち
、
遼
寧
式
銅
剣
一
本

い
て
、

寧－
式銅
銅鋪
矛 ー
が個
二と
本と
出も
土に
し、
て⑬遼

（
第
八
図
〉
。

ち
一
つ
は
、
全
長
一
一
一
セ
ン

る

そ
の
う

チ
を
測
り
、
長
さ
一
二
・
一

セ
ン
チ
の
刃
部
は
ゆ
る
や
か

な
カ
l
プ
を
描
く
。
袋
部
の

袋
部
の
先
端
が
一
部
欠
失
し



一一
一

棺
墓
で
は
、
美
松
里
型
土
器
の
壷
（
第
八
図
1
・
2
〉
と
半
月
形

の
石
庖
丁
が
出
土
し
て
い
る
。

遼寧省遼陽市出土の美松里型土器 (1981年10月6日， 西谷撮影〉

と
こ
ろ
で、

遼
寧
式
銅
矛
は
、

現
在
の

と
ζ

ろ、

遼
寧
省
で

は
、
他
に
大
連
市
の
闘
上
墓
で
一
例
出
土
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ

吉
林
省
に
お
い
て
わ
ず
か
に
多
く
出
土
し
て
い
る
。
吉
林
市
付
近

出
土
で
、
詳
細
不
明
の
一
例
を
除
い
て
も
、
吉
林
市
の
北
郊
に
当

た
る
長
蛇
山
遺
跡
で
は
、
六
三
M
1
号
土
壌
基
か
ら
銅
矛
一
本
と

＠
 

璃
瑠
製
管
玉

一
個
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
蛇
山
遺
跡
に
先

行
す
る
と
い
わ
れ
る
星
星
哨
遺
跡
で
も
、

D
M
U号
石
室
墓
か
ら

⑬
 

銅
矛
一
本
が
、
石
庖
丁
・
石
斧
や
土
器
と
共
伴
し
て
い
る
（
第
九

図）。

ち
な
み
に
、

と
の
遺
跡
の
別
の
地
点
に
あ
る
A
M
U号
石

室
墓
で
は
、
遼
寧
式
銅
剣
・
石
庖
丁
・
石
斧
・
土
器
が
伴
出
し
て

い
る
。

と
と
で
注
意
し
た
い
と
と
は
、
朝
鮮
に
お
い
て
も

さ
て
、

ま
述
べ
て
き
た
よ
う
な
遼
寧
式
銅
矛
が
、
実
は
出
土
し
て
い
る
の

第7図

一
九
八
九
年
一
月
二
七
日
に
、
全
羅
南
道
麗

川
市
積
良
洞
の
支
石
墓
か
ら
、
遼
寧
式
銅
矛
が
、
遼
寧
式
銅
剣

・

⑬
 

銅
万
子
・
管
玉
と
伴
出
し
た
の
で
あ
る
（
第
二
図
U
）
。
銅
矛
は
、

で
あ
る
。
そ
れ
は
、

や
は
り
袋
部
が
長
い
型
式
で
、
鋒
部
先
端
な
ど
部
分
的
に
欠
失
し



美
松
里
型
土
器
と
そ
の
文
化
に
つ
い
て
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第9図吉林省永吉県星墨哨の石棺基と土器・青銅器・石器
（『考古学集刊」から，大西智和君製図）



て
い
る
が
、
現
存
す
る
長
さ
だ
け
で
も
二
五
セ
ン
チ
と
長
大
で
あ
る
。
と
の
銅
矛
と
型
式
は
少
し
異
な
る
が
、
同
穫
の
鉱
箔
は
、
す
で
に

＠
 

早
く
成
鏡
南
道
永
興
郡
永
興
邑
遺
跡
〈
第
二
図
日
）
で
採
集
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、
遼
寧
式
銅
矛
と
い
う
広
い
範
障
で
い
う
な
ら

＠
 

ぱ
、
そ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
一
つ
と
し
て
、
発
展
型
式
に
相
当
す
る
鋼
矛
が
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
内
の
大
同
江
畔
で
出
土
し
た
と
伝
え
忍
も

の
に
認
め
ら
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
遼
寧
式
銅
剣
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
初
期
の
青
銅
器
群
が
含
ま
れ

て
い
る
ζ

と
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
朝
鮮
南
部
に
お
け
る
遼
寧
式
銅
剣
な
ど
、
出
現
期
の
青
銅
器
の
波
及
の
背
最
に
、
美
松
里
型
土
器
文

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
美
松
旦
型
土
器
の
文
化
に
は
、

化
の
何
ら
か
の
影
響
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
、
美
松
里
型
土
器
の
年
代

上
述
し
た
よ
う
に
、
美
松
呈
型
土
器
が
中
国
・
東
北
地
方
に
お
い
て
、
遼
寧
式
銅
剣
や
銅
斧
な
ど
と
深
い
関
連
性
を
も
っ
と
し
て
、
筆

者
は
か
つ
て
、

そ
の
よ
う
な
銅
斧
・
銅
鉱
・
ボ
タ
ン
な
ど
を
例
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
金
属
器
の
起
源
問
題
を
考
え
た
ζ

と
が
あ
る
。
そ
の

際
、
朝
鮮
に
お
け
る
金
属
器
の
出
現
時
期
を
、
春
秋
前
半
す
な
わ
ち
西
暦
紀
元
前
八

1
七
世
紀
を
上
限
と
し
、
戦
国
つ
ま
り
紀
元
前
五

t

⑮
 

三
世
紀
に
か
け
て
の
と
と
で
あ
る
と
し
た
。
と
の
よ
う
な
年
代
観
は
、
朝
鮮
の
美
松
毘
型
土
器
の
年
代
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
ま
ま
適
用

そ
の
後
の
新
知
見
や
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
も
う
少
し
年
代
幅
が
限
定
で
き
な
い
か
と
い
う

し
で
も
さ
し
っ
か
え
な
か
ろ
う
。
た
だ
、

問
題
が
残
さ
れ
て
い
忍
。

そ
こ
で
、
最
近
ま
で
の
年
代
観
を
若
干
ふ
り
か
え
っ
て
お
と
う
。
ま
ず
、
中
国
の
新
楓
毅
氏
に
よ
る
と
、
筆
者
ら
が
美
松
里
型
土
器
と

呼
ん
で
い
る
壷
を
出
土
し
た
遼
寧
省
の
新
金
県
双
房
遺
跡
や
遼
陽
市
二
道
河
子
遺
跡
を
、
中
国
・
東
北
地
方
の
遼
寧
式
銅
剣
文
化
の
第
一

期
に
位
置
づ
け
た
上
で
、
年
代
の
上
限
を
春
秋
前
・
中
期
、
下
限
を
春
秋
中
・
後
期
あ
忍
い
は
後
期
に
考
え
刊
い
る
。
つ
ぎ
に
、
朝
鮮
で

美
松
塁
型
土
器
と
そ
の
文
化
に
つ
い
て

一
二
五



一一ヱハ

は
、
黄
基
徳
氏
が
美
松
里
型
褒
に
お
け
る
形
態
の
変
遷
過
程
を
、
双
一
房
↓
二
道
河
子
↓
美
松
里
の
各
遺
跡
出
土
査
の
三
種
類
に
分
類
し
て⑫

 

な
ら
び
に
、
九
世
紀
前
後
と
い
う
年
代
を
与
え
て
い

、
，
〉
0

・bv
－，ι1

そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
紀
元
前
一
三

t
一
二
世
紀
、

二
t
一
O
世
紀
、

る。

ζ

こ
で
、
双
房
遺
跡
を
例
に
い
え
ば
、
上
限
を
紀
元
前
八
世
紀
に
考
え
る
斯
楓
毅
氏
と
、
紀
元
前
二
二
世
紀
に
考
え
る
黄
基
徳
氏
の

聞
で
、
お
よ
そ
五

O
O年
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
。
斯
楓
毅
氏
の
年
代
観
の
論
拠
は
、
年
代
が
比
較
的
限
定
で
き
る
中
国
・
中
原
地

方
の
資
料
と
の
対
比
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
説
得
力
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
黄
基
徳
氏
の
場
合
、
放
射
性
炭
素
C
に
よ
る

年
代
測
定
結
果
だ
け
に
依
存
し
て
い
て
、
た
だ
ち
に
は
承
服
し
か
ね
る
。
い
っ
ぽ
う
、
日
本
で
は
、
宮
本
一
夫
氏
が
中
国
・
東
北
地
方
の

＠
 

さ
き
の
斯
楓
毅
氏
の
年
代
観
を
支
持
し
て
い
る
。
さ
て
、
筆
者
と
し
て
は
、
美
松
里
型
土
器
の
上
限

先
史
土
器
の
編
年
を
行
な
っ
た
際
、

年
代
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
の
金
属
器
の
開
始
年
代
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
考
え
、
基
本
的
に
は
斯
楓
毅
氏
の
見
解
と
同
じ
立
場
を
取
り
た
い
。

た
だ
、
下
限
年
代
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
戦
国
と
し
た
が
、
も
う
少
し
限
定
し
て
、
戦
国
前
期
ご
ろ
に
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
宮

本
一
夫
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
・
東
北
地
方
に
お
い
て
、
美
松
虫
型
土
器
壷
の
つ
ぎ
の
段
階
が
戦
国
後
期
に
ほ
ぼ
併
行
す
る
と
い

う
点
に
加
え
て
、
朝
鮮
南
部
叱
お
け
る
遼
寧
式
銅
剣
の
年
代
が
、
日
本
に
お
け
る
弥
生
文
化
開
始
期
の
年
代
で
あ
る
紀
元
前
五

t
四
世
紀

ご
ろ
に
相
当
す
る
と
い
う
筆
者
の
年
代
観
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

六
、
お
わ
リ
に

以
上
、
数
節
に
わ
た
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
美
松
里
型
土
器
と
そ
の
文
化
に
つ
い
て
、
調
査
と
研
究
の
現
状
を
中
心
に
素
描
し
て
き
た
。
そ

と
で
痛
感
し
た
と
と
は
、
美
絵
里
型
土
器
、
な
ら
び
に
、
そ
れ
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
遼
寧
式
銅
剣
の
分
布
の
拡
大
状
況
を
見
る
と
き
、

ま
ず
、
地
域
性
を
設
定
し
た
上
で
、

に
は
、
銅
鉱
・
万
子
・
ボ
タ
ン
な
ど
、
ど
く
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
も
の
が
、

つ
ぎ
に
、
各
地
域
に
立
脚
し
た
編
年
の
細
分
化
の
必
要
性
で
あ
る
。
青
銅
器
を
例
に
い
う
と
、
初
期

や
が
て
剣
・
矛
・
斧
な
ど
が
現
わ
れ
、
さ
ら
に
、

そ
れ



ら
も
型
式
的
細
分
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
展
望
に
立
っ
と
き
、

な
お
さ
ら
そ
の
こ
と
を
痛
感
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
朝
鮮
南
部
で
は
現
在
ま
で
に
、
遼
寧
式
銅
剣
が
西
海
岸
か
ら
南
海
岸
を
中
心
と
し
た
地
域
に
お
い
て
、
六
個
所
以
上
で
見

つ
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

そ
乙
で
は
朝
鮮
で
き
わ
め
て
珍
し
い
遼
寧
式
銅
矛
ま
で
出
土
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う

な
遼
寧
式
銅
剣
と
美
松
里
型
土
器
と
の
相
関
性
か
ら
考
え
て
、
朝
鮮
南
部
に
お
け
る
美
秘
里
型
土
器
の
問
題
も
、

乙
ん
ど
に
残
さ
れ
た
検

討
課
題
と
い
え
よ
う
。

注
① ＠ 

西
谷
正
、

三
O
八
頁
。

西
谷
正
、

一
八
三
頁
。
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吐
オ
」
『
五
五
前
』
今
』
一
九
六
七
凶
』
刈
ニ
主
（
「
美
松
里
型
壷
」
『
考
古
民
俗
』

ロ両日目。ロ開門戸
l
q
u
m
v
a－
同
色
可
向

S
M
3ロ念、・
HU∞寸
lH0
・

西
谷
正
、
一
九
七
八
「
前
掲
論
文
」
一
七
五

t
一
七
九
頁
。

叶旬。すヰ』・

4
叫
す
号
、
一
九
八
四
『
叫
ロ
4

包
帯
司
州
、
ヰ
』
社
吐
子
』
（
金
用
時
・
石
光
叡
、
一
九
八
四
『
南
京
遺
跡
に
関
す
る
研
究
』
）

国
立
中
央
博
物
館
、
一
九
七
八
『
松
菊
里
I
（
図
版
）
』
『
国
立
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
』
第
二
冊
、
図
面
五
四
・
一

O
五。

国
立
中
央
博
物
館
、
一
九
七
八
『
前
掲
豊
富
』
図
面
＝
三
。

李
清
圭
、
一
九
八
八
「
柳
坪
里
舟
社
五
吐
を
（
ユ
チ
ョ
ン
文
石
墓
）
」
『
住
岩
噌
（
ダ
ム
）
水
没
地
域
文
化
遺
蹟
発
掘
調
査
報
告
書
（
町
〉
』

（
幻
支
石
墓
2
）
三
六
七
頁
。

宋
正
悠
・
李
祭
文
、
一
九
八
八
「
牛
山
里
叫
O
T

（
ネ
ウ
）
支
石
墓
」
『
住
岩
噌
水
没
地
域
文
化
遺
蹟
発
掘
調
査
報
告
書
（
E
）
』
（
前
文
石
墓
2
〉

ニ
O
三
頁
。

4
4子

2・
叫
寸
号
、
ヰ
』
、
一
九
六
七
「
一
九
六
六
吐
王
位
外
ロ
司
守
司
宮
支
寺
主
」
『

Z
Z
Z寸
』
一
九
六
七
吋
者
二
主
（
新
義
州
歴
史
博
物
館
、

一
九
六
七
「
一
九
六
六
年
度
新
岩
里
遺
跡
発
掘
簡
略
報
告
」
『
考
古
民
俗
』
一
九
六
七
年
第
二
号
）
四
二

t
四
四
頁
。

一
九
七
五
「
会
寧
五
洞
の
土
器
を
め
ぐ
る
問
題

lll北
部
朝
鮮
無
文
土
器
編
年
の
た
め
に
｜
！
」
『
史
淵
』
第
一
一
一
一
縄
、
二
八
一

J

② 

一
九
七
八
「
美
松
皇
洞
窟
出
土
の
無
文
土
器
｜
｜
西
部
朝
鮮
無
文
土
器
編
年
の
た
め
に
凶
｜
｜
」
『
史
淵
』
第
二
五
橋
、

二
ハ
五
J

③ 

一
九
六
七
年
第
二
号
）
、
四
一
頁
。

③ ⑦⑥⑤＠  

三
三
頁
。

⑬ 

美
松
里
型
土
器
と
そ
の
文
化
に
つ
い
て

七



一
二
八

4
4
1
4
0
主
・
場
対
司
、
一
九
六
七
「
オ
姐
社
柱
、
屯
オ
ポ
」
社
オ
剖
「

Z
Z
4
位
是
斗
」
『
ヱ
ヱ
前
』
止
寸
』
一
九
六
七
叶
1
4
4

二
立
（
金
用
時
・
黄
基
徳
、
永
島
隠

匿
慎
・
西
谷
正
訳
、
一
九
六
八
「
紀
元
前
一

0
0
0年
紀
前
半
期
の
古
朝
鮮
文
化
」
『
古
代
学
』
第
一
回
巻
第
三
・
四
号
、
二
五
三

t
二
五
五
頁
）
。

迂
悶
市
文
物
管
理
所
（
邸
中
宝
庫
）
、
一
九
七
七
「
迂
周
二
道
河
子
石
棺
墓
」
『
考
古
』
一
九
七
七
年
第
五
期
、
三

O
ニ
t
三
O
五
頁
。

清
原
長
文
化
局
ハ
王
送
至
）
・
抗
順
市
博
物
館
（
徐
家
国
〉
、
一
九
八
二
「
江
宇
清
原
長
近
年
笈
現
一
批
石
棺
墓
」
『
考
古
』
一
九
八
二
年
第
二
期
、

一一一一

t
二
一
ニ
、
二
ハ
四
頁
。

⑬
吉
林
省
文
物
工
作
臥
（
抜
錫
瑛
）
、
一
九
八
O
「
吉
林
長
蛇
山
遺
批
的
笈
掘
」
『
考
古
』
一
九
八
O
年
第
二
期
、
一
二
六
・
二
三
頁
。
な
お
、
筆
者

は
、
一
九
八
一
年
一

O
月
九
日
、
吉
林
省
博
物
館
に
お
い
て
実
見
し
た
。

⑬
吉
林
市
博
物
館
（
萱
学
増
・
隊
家
椀
）
・
永
吉
昼
文
化
館
、
一
九
八
三
「
士
口
林
永
吉
星
星
哨
石
棺
墓
第
三
次
笈
掘
」
『
考
古
学
集
刊
』
三
、
二

0
・

二
ニ
頁
。

一
九
八
九
年
一
月
二
八
日
付
『
光
州
日
報
』
に
よ
る
。
同
年
一
一
月
一
一
一
自
に
は
、
会
南
大
学
校
博
物
館
に
展
示
中
の
実
物
を
観
察
し
た
。

ペ
号
品
明
、
一
九
六
五
「
場
事
会

O
Y
M
1
州、ヰ』
AU

且
平
」
豆
ヱ
吐
今
』
一
九
六
五
叶
者
二
－
一
ハ
徐
国
泰
、
一
九
六
五
「
永
輿
邑
遺
跡
に
関
す
る
報

告
」
『
考
古
民
俗
』
一
九
六
五
年
第
二
号
）
四
二
頁
。

『ネ－
d
I
T
司
ι官
官
五
社
』
対

U

』
社
剖
屯
刻
、
一
九
八
九
『
丞
位
。
T
司
舟
是
正
社
』
（
『
朝
鮮
遺
跡
遺
物
図
鑑
』
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
九
『
朝
鮮
遺
跡
遺

物
図
鑑
』
（
2
）
、
二
五
O
頁。

西
谷
正
、
一
九
六
七
「
朝
鮮
に
お
け
る
金
属
器
の
起
源
問
題
」
『
史
林
』
第
五
O
巻
第
五
号
、
八
五

t
一
O
九
頁
。

斯
楓
殺
、
一
九
八
二
「
玲
中
国
東
北
地
区
含
曲
刃
青
銅
短
剣
的
文
化
遺
存
（
上
）
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
二
年
第
四
期
、
四
O
二
t
四
O
四
頁
。

零
オ
司
、
一
九
八
九
「
叶
斗
電
吐
4
4
E

そ

ヰ

叶
4
0
司
E
T
司

l
、
叶
土
o
司
尋
説
。
剖
「

O
T
司。
T
号
斗
ユ
吐
叫
」
『
主
位
Z

Z
吐
子
』
一
九
八

九
ぜ
柿
三
主
〈
黄
基
徳
、
一
九
八
九
「
琵
琶
形
短
剣
文
化
の
美
松
里
類
型

1
・
美
松
星
類
型
の
遺
跡
遺
物
と
そ
の
年
代
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一

九
八
九
年
第
三
号
）
二

t
七
頁
。

宮
本
一
夫
、
一
九
八
五
「
中
国
東
北
地
方
に
お
け
る
先
史
土
器
の
続
年
と
地
域
性
」
『
史
林
』
第
六
八
巻
第
二
号
、
一
九
・
二
三
頁
。
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